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研究協議会報告第２２号の発刊にあたって

東京都立高等学校副校長会長

和田吉廣（保谷・全）

平成１８年度の副校長研究協議会は、去る９月２９１三Ｉ（金）に多摩教育センター（立川）にて行われま

した。

本年度の全体会では教育庁指導部高等学校教育指導課主任指導羊事上村肇先生のご挨拶と、政策研究

大学院大学教授の岡本薫先牛の「自由を使いこなすスクール・マネジメントの課題」をテーマとしたご

講話をいただきました。上村先生からは、厳しい指摘とともに熱い激励を頂戴し、高等学校教育指導課

の不変の姿勢を感受させていただいた次第です。一方、岡本先生からは、イメージに流されず現状を把

握すること、あいまいではなく測定可能な目標を設定すること、手段を企画する上で目的と手段を取り

違えないことなど、マネジメントのプロセスについての示唆をいただきました。ご多用のなかご出席を

たまわりました両先生に、改めて謝意を表する次第です。

さて、この「研究協議会報告」は、当日の来賓のご挨拶やご講話を集録する唯一の刊行物です。私た

ち副校長は、校長とともに都立高校改革を担う責務と研鎖・研修による資質能力の向上を期さなければ

なりません。研究・研修や研究協議は、組織として課題対応力を構築する場であります。各分科会での

指導・助言とともに活用されますことを期待する次第です。

最後に汕本「研究協議会報告」の発刊にあたり、副校長研究協議会の開催にご尽力をいただきました

教育庁指導部、多摩教育センターをはじめ、東京都公立高等学校長協会、管理運営研究、高校教育研究、

Lt徒指導研究を担当されました地区副校長会の先生方、事務局の先上t方に感謝を申しあげます。

東京都公立高等学校定時制通信制副校長会長

徳重隆(鴦宮・定）

平成１８年度副校長研究協議会報告の発刊に際して、一言ご挨拶を申し上げます。

本年度は昨年度の夏季休業中の開催とは違い、９月下旬の開催となり学校行事等校務の関係で全日

制･定時制ともに参加者が少なかったことが非常に残念でありました。

この「研究協議会報告」は当日の講話や来賓の挨拶、研究協議の内容や指導・助言を載せたものです。

研究内容を掲載した研究集録第３３号とともに曰頃の研修等に多いに活用し、互いに研讃に努めていき

たいものです。そして、来るべき全教協東京大会に１句けての結集をお願いする次第です。

本年度も指導部高等学校教育指導課の高野敬三課長を始め高等学校教育指導課のご指導を頂き、実り

多い会とすることができました。また、発表をなされた先堆、事務局の先生方をはじめ会の成功に尽力

されました関係者の労に感謝申し上げて、挨拶とさせていただきます。
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第２２号の発刊にあたって東京都京高等学校副校長会長和田吉廣

東京都公立高等学校定通副校長会長徳重隆
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Ｉ全体会

挨拶

和田吉廣会長

徳重隆会長

東京都立高等学校副校長会

東京都公立高等学校定通副校長会 １１

教育委員会挨拶

東京都教育庁指導部主任指導主事上村肇先生 １２

講話

「自由を使いこなすスクール

政策研究大学院大学教授

マネジメントの課題」

岡本薫先生 １４
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平成１８年度都立高等学校畠Ｉ校長研究協議会実施要綱

1．趣旨

開かれた学校づくりを'二|指す中で、者BIZ高等学校の個性化、特色化を図り、都民に信頼さ

れる魅力ある都ＩZ高校づくりを推進するため、直面する教育課題の解決について研究協議を

行うことにより、副校長としての識見を高め可各都rZ高等学校の学校運営itびに教育指導の

充実に資する。

２．日時

平成１８年９月２９口（金）１３時２０分～１７時００分

３．会場

多摩教育センター（東京都立川市錦町６－３－１）

４．参加対.象

都立高等学校副校長 全日制課程

定通制課程

□
貝
巨
貝

今
全

５．内容

都民に信頼される魅力ある都立高校づくりをめざして

講話を通して高校教育の未来を展望し、学校経営に乘体的に参画できる副校長

（１）主題

（２）全体会 講話を通して高校教育の未来を展望し、

としての識見を高める。

当面する教育諸課題について分科会を設け、提案に基づく研究協議を行う。

第１会場（管理研第１委員会３０６号室）

主題：学校経営の適正化

副題：分掌と委員会の現状

第２会場（管理研第２委員会３０７号室）

主題：副校長の職務

副題：西部経営支援センター内各校の実態

第３会場（高校研第１委員会３０３号室）

主題：特色ある教育課程の創造と弾力的運用について

第４会場（高校研第２委員会３０５号室）

主題：特色ある高校つくり

第５会場（朱徒研第１委員会３０８号室）

主題：組織的な取り組みによる成果と課題

副題：生徒指導実践例

第６会場（生徒研第２委員会３１０号室）

主題：生徒の活動を通した異校種や地域との連携と副校長の役割

第７会場（定通制第２委員会３０１号室）

宅題主幹の育成

副題1年間のタイムテーブルに即して

第８会場（定通制第４委員会３０２号室）

主題「三修制」の実施をめぐって

副題三修制の取り組み状況とその課題
-4-

（３）分科会



時程

１３時００分～１３時２０分

１３時２０分～１４時４０分

６．

受付

分科会

第１分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会

第５分科会

第６分科会

第７分科会

第８分科会
宰
室
室
室
室
室
室
室

ロ
万
ロ
百
口
石
口
百
口
百
口
百
口
石
口
万

６
７
３
５
８
０
１
２

０
０
０
０
０
１
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
休憩１４時４０分～１４時５５分

全休会講堂

（１）開会の辞

全日制会長

１４時５５分～１６時５０分

和田吉廣

（２）教育委員会挨拶

指導部高等学校教育指導課

主任指導主事 上村肇先生

（３）講話

政策研究大学院大学教授 岡本薫先生

演題「自由を使いこなすスクール･マネジメントの課題」

（４）閉会の辞

定通副校長会長 徳重隆

事務連絡等

終了

１６時５０分～１７時００分

-5-



平成１８年度都立高等学校副校長研究協議会運営委員名簿

－６‐

役 員 所属校 氏名 学校電話番号

全
日
制

会長

畠'１会長

畠'’会長

会計

会計

管理運営

研究部会

第１委員会部長

第２委員会部長

高校教育

研究部会

第１委員会部長

第２委員会部長

生徒指導

研究部会

第１委員会部長

第２委員会部長

保谷

蔵前工

志村

台東商

赤坂

Ｆ１ 山

南平

荒川商

向島商

/Ｉ 、 平南

玉川

和田吉廣

小島透

玉井篤

高田惠
△

吉田定良

吉田｜||頁
▲

本多浩
▲

天野光芳

塚本稔

長津平

都築功

0４２ 4２２ 3２２３

０３ 3８６２ 4４８８

０３ ３９３３ ７１２１

０３ 3８７４ ３１８５

0３ 3４０２ 6６２１

０３ 3２０２ 4３０１

0４２ 5９３ ５１２１

０３ 3９１２ 9２５１

０３ 3６１７ １８１１

0４２ 3２５ ９３３１

０３ 3７００ ４１１０

定
時
制
・
通
信
制

会長

畠'１会長

副会長

会計

研究部長

研究副部長

研究副部長

第一委員会委員長

第二委員会委員長

第三委員会委員長

鶯宮

小岩

Ｐ 山

雪谷

足立

新宿

農産

葛西南

総合工科

八王子拓真

徳重｜塵

竹村恭
‐

青木修

前田吉明

佐藤栄
▲

真保俊哉

小菅久

高坂仁

金田裕治

小野寺真也

０３ 3３３０ ０１０１

０３ 3６５１ ２２５０

０３ 3２０２ ４３０１

０３ ３７５３ ０１１５

0３ 3８８９ ２２０４

０３ ３３５４ 7４１１

０３ 3６０２ ２８６５

0３ 3６８７ 4４９１

０３ 3４８３ ０２０４

0４２ 6２２ 7５６３



平成１８年度都立高等学校副校長研究協議会運営組織表
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全日制 定通制

廿 話人

全体 和田吉廣（保谷） 徳正三Ｉ 隆（震宮）

第１分科会 山
－－

、 筆（田柄）

と
庁
ク ざ２分科会 大島敏 ／次（農業）

第３分ﾌ１ｓ 会 ﾘリ久美子（青山）

な
ら
〆 尋４分科会 /Ｉ 、ノ 、、

｜
ら

く建

Ｉ ）

第５分科会 渡邉 専史（Ｆz大和）

第６分科会 宮田 茂（桜町）

第７分科会 山 Ｚ ふ 言行（大泉）

第８分フ

、
企

会 熊谷通眞（武蔵）

編集

吉田’１|頁 (戸１１１）

本多浩 (南平）

天野光芳（荒川商）

塚ｚｌＮ２稔（|古]島商）

長津平 (小平南）

都築功（王川）

住
一Ｈ－▲

膝 栄 (足左）

真保俊哉（新宿）

小菅久（農産）

会場・記録責任者

全体
(会）小島透（蔵前工）

(記）玉井篤（志村）

第１分科会
(会）吉田順

(記）丸山派

(戸｜」）

郎（千早）

第２分科会
(会）竹内重雄（南多摩）

(記）小澤哲郎（農業）

第３分科会
(会）増|壬Ｉ正弘（上野）

(記）増田正弘（上野）

第４分科会
(会）中神孝 RIL

￣、 (江東商）

(記）高橋雅信（紅葉川）

第５分科会
(会）長津平 (小平南）

(記）植田正治（羽村）

第６分科会
(会）柏倉均（'三Ｉ黒）

(記）東保明（雪谷）

第７分科会
(会）村石催 (荻窪）

(記）堀江微（四商）

第８分科会
(会）西塚春義（ｒＺ川）

(記）加藤 修（ 商）

全体司会 小島透（蔵前１１）

会計
高田 憲 (台來商）

吉田定良（赤坂） 井口 茂（向島工）
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